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平成18年度後期展開における地域連携の企画（案）

北海道･東北

中部・近畿 関東・甲信越

九州

４７都道府県毎の郷土資産や知恵の再発見･再評価を
ベースに、自治体／地元メディア／地元企業、
そして都道府県民の巻き込みを図る企画です。

全国を４ブロックに分け､11月、本格的な冬の

到来を迎える北海道・東北を皮切りに各月毎に
活動をブロック毎に南下させ、２月までの間に
日本列島を縦断いたします。

Discover! ECO Discover! ECO LLifeife
列島リレー企画の実施

11月

1月 12月
１月

２月

重点化するACT１･４･５を、全国の老若男女が実践できる家庭で

の温暖化防止活動としてライフスタイルへ転換するために━

中部・近畿

【４】地域連携 → 地域独自の知恵と技の活用

コンセプト：家の中からCO2を減らそう
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平成18年度後期展開における地域連携の企画（案） ～各県･展開フレーム～

都道府県民

新大臣

政府主催/全国知事会

各自治体

各県の既存活動を
全国ﾘﾚｰの傘の下

顕在化

地方紙
郷土資産をテーマにした

健全な危機意識醸成をベースに
各ACTの広告･ﾊﾟﾌﾞﾘｼﾃｨ展開

ACT１ ACT４ ACT５

食のWARM BIZ
行動喚起

ｴｺﾃｸ学校
環境技術の教育

ﾏｲﾊﾞｯｸ･風呂敷
活用推進

GMS・食品流通 地元小中学校 ｱﾊﾟﾚﾙ・流通

都道府県ｾﾝﾀｰ
地元NPO情報提供

活動キープレイヤー

新大臣が４７都道府県知
事に活動推進を要請

知事の
本気感

活動推進のテコ
（本気表明）

地元企業の協賛

自治体の
本気感

T6
WEBｻｲﾄ

成果蓄積

･活動ﾒﾆｭｰの提示
･活動支援ｷｯﾄの提供

･企画趣旨/活動ﾌﾚｰﾑ
オリエン＆要請

政府の
本気感

全国
ﾊﾟﾌﾞﾘｼﾃｨ

• 新大臣のオーナーシップにより都道府県知事の結束を強化。（→全国メディアに対する新大臣のデビュー演出機会を創出）

• 各知事が県単位の活動として本気感を表明（→特に地方紙へのテコとして作用させる）

• 地方紙が推進母体となり、地元企業・団体の活動を巻き込む

• 各ACT別に活動メニューを提示し、チーム員の能動的活動を喚起する（→活動支援キットなどを提供）

http://images.google.co.jp/imgres?imgurl=http://www.shirakawaenhonpo.com/yszyten/y_tenpohead.jpg&imgrefurl=http://www.shirakawaenhonpo.com/kani.htm&h=172&w=300&sz=24&hl=ja&start=2&tbnid=RZZJQHkG8rmFaM:&tbnh=67&tbnw=116&prev=/images%3Fq%3D%25E9%25A3%259F%25E5%2593%2581%25E5%25A3%25B2%25E3%2582%258A%25E5%25A0%25B4%26svnum%3D10%26hl%3Dja%26lr%3D
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http://images.google.co.jp/imgres?imgurl=http://pc.watch.impress.co.jp/docs/article/20011203/akibah3.jpg&imgrefurl=http://pc.watch.impress.co.jp/docs/article/20011203/akibah05.htm&h=480&w=640&sz=76&hl=ja&start=8&tbnid=kBWKFgmAAh0SnM:&tbnh=103&tbnw=137&prev=/images%3Fq%3D%25E7%25B4%25B3%25E5%25A3%25AB%25E6%259C%258D%25E3%2580%2580%25E5%25A3%25B2%25E3%2582%258A%25E5%25A0%25B4%26svnum%3D10%26hl%3Dja%26lr%3D
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平成18年度後期展開における地域連携の企画（案） ～12月の“関東・甲信越”での展開案～

国民

全国メディア

健全な危機意識醸成をベースに
各ACTの広告･ﾊﾟﾌﾞﾘｼﾃｨ展開

ACT１ ACT４ ACT５

活動キープレイヤー

●地球に優しい大掃除

●エコドールハウス

●こどもＥＳＣＯ＠Ｘ‘ｍａｓ

●バーチャルエコハウス企画

●４７都道府県「郷土WARM BIZ鍋」見本市

●『オリジナル･ウォーム鍋』コンテスト

●お歳暮で「WARM BIZ」を贈ろう

●大都市「WARM BIZ」トレイン企画

●世界エコバッグの歴史展の開催

●ヌード・ギフトキャンペーン

● Ｘmasギフトはふろしきで！

●STOP 環境にワリー箸

エコプロダクツ展 ACT横断・環境配慮のライフスタイル提案

企業･団体の協賛･活動連携

全国紙･TVキー局が集中する関東での展開（12月）では、特に全国への情報波及を念頭に、メディア･企業
連携を強化し、列島リレー企画そのもののムーブメント化を図ります。
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平成18年度後期展開における流通・団体連携の企画（案）

【５】流通・団体連携 → ライフスタイル実体化

コンセプト：ヌード・ギフト

『ヌード・ギフト』をキーワードに、今年のクリスマスプレゼントは着飾らず

真心のこもったプレゼントすることを提案し、レジ袋削減を若者へ効果

的に訴えかけます。

著名人を起用した親しみのある表現で共感を獲得、

”本命にヌード･ギフトを贈ると恋が成就する“等のムーブメントを起こす

情報戦略も検討し、アクションへ繋げます。
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② 地球温暖化の「健全な危機意識」を醸成するための
効率的・かつ効果的な方法の検討・実施
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現受託業者だからこそわかる「国民運動」推進のポイント

「健全な危機意識の醸成」にあたって

• 地球温暖化がもたらす影響は、これまでも様々なカタチで伝えられてき
ました。しかし、国民の意識が如実に変化するのは、洪水などの身近な
体験でした。これは、当たり前のようでいて啓発における重要な事実。
人を突き動かすのは、海面の上昇よりも近所の河川の増水なのです。

• もっとも、「恐怖」訴求にはデメリットもあります。そもそも「チーム･
マイナス６％」が広く受け入れられたのは「削減」ではなく「創造」と
いう前向きな発想でした。健全な危機感の醸成においても、同じことが
いえるのではないでしょうか。

• 例えば、石川県民にとって、“美しいけれど訪れたことのないモルディ
ブ諸島が沈むこと”よりも“兼六園の雪景色が見られなくなること”の
ほうが強く動機付けられる。それは、その方が身近であるだけでなく、
アクションの動機が明確で、成果も確かめられるからだと思います。

• 博報堂は「健全な危機感の醸成」すなわち、「地球温暖化が科学的知見
にもとづいた間近の現実であること」を切迫感をもって国民一人一人に
“自分事化”させるために、地球温暖化が、ごく身近な出来事として感じ
させるのはもちろん、アクションにつながりやすく成果も実感しやすい
構造の情報戦略を構築します。
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②-1「健全な危機意識の醸成」における継続点と進化点

継続点１：
「健全な危機意識の醸成」を効率的かつ効果的に遂
行するメカニズムの構築を前期に引き続き実施

継続点２：
健全な危機意識を醸成するＰＲ素材の作成と効果
的なタッチポイントでの素材の配布を前期に引き続き
実施

遠い異国の出来事、将来的な危機をテーマではなく
身近なテーマで危機意識を伝える。そのために各地
域毎に細分化し、最大効果を生む「発信者・タイミン
グ・場所」を選定する。

進化点１：「ターゲット別に効果的な情報提
供」
受信者別、健全な科学的知見の提供（オピニオン
リーダー向け及び、一般向け）

進化点２：「温暖化問題の自分事化」
受信者の身近な素材での温暖化影響情報の提供
（地域特化型と、ターゲット属性特化型）

進化点３：「問題解決への貢献感の創出」
削減目標達成に向けた‘自分にも貢献できるんだ
感’創出

+

継続（18年度前期の成果） 進化


